
 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

地域学習

（１５）
情報

（５）
情報モラル（２）

【Ａ3】
基本操作（３）

【Ａ３】

人権

（２０）
キャリア

（２０）
交通・安全

（１０）

国　語
学校案内パンフ
レットを作ろう

未来の自動車
パネルディスカッション

二十一世紀に生きる君
たちへ

社　会
わたしたちの暮らしを

支える政治
災害からわたしたちを

守る政治

算　数

理　科 地球に生きる

外国語

音　楽

図　工 ドリームプラン １２年後のわたし

家　庭 ともに生きる生活

保健体育

道　徳 情報について考えよう 卒業に向けて

入学式
交通安全教室

１年生を迎える会
避難訓練（火災）
自転車通学テスト

運動会
遠足

宿泊学習（５年）
交通安全集会

修学旅行（６年） 避難訓練（地震） 学習発表会 平和集会 ラララ集会
新１年生体験入学
６年生を送る会

卒業式
修了式

本校が
育成を目指す

資質・能力

Ａ．生かせる知識・使える技能 Ｂ．学びを深める思考力・判断力・表現力 Ｃ．主体的・協働的に学べる意識と態度

■基礎力的な学習能力【Ａ１】
　○聞く力　○話す力　○読む力　○書く力  ○基礎計算力
■情報活用能力
　○情報を収集・精査・活用・発信する力【Ａ２】
  ○コンピュータの基本操作技能【Ａ３】
■社会で生きて働く知識・技能【Ａ４】

■問題や課題を発見する力
　○実社会や実生活から課題や問題を見つけたり、選択したりする力【Ｂ１】
  ○複数の事例や資料から総合的に判断する力【Ｂ２】
■問題や課題を解決する力【Ｂ３】
  ○学習内容や学習課題を選択する力　○見通しをもつ力　○自分なりの考えをもてる力
  ○よりよい結果・成果に結び付けるために､方法について検討や再考する力
■表現し合える力【Ｂ４】
　○根拠をもって考えを述べる力  ○自分の考えを明確にする力
　○言葉を正しく使って表現する力　○多様な考えを受容したり、理解する力

■主体的に学習に取り組む意識と態度【Ｃ１】
  ○自己肯定感
■よりよい生活や人間関係をめざす意識と態度【Ｃ２】
　○基礎的なコミュニケーション能力
　○互いのよさを生かし協働する態度
  ○多様な違いを受け入れる意識
　○学習内容を日常生活で積極的に活用しようとする意識

Ｄ．現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力

　　　　　　　　　　　　　○自身や社会全体の安心・安全や健康の維持・増進に向けて主体的に取り組む力【Ｄ１】　　　　　　　　　  〇グローバル化の中で異質性や多様性を受け入れ、他者と協働しながら目標に向かって挑戦する力【Ｄ２】
　　　　　　　　　　　　　〇郷土の歴史や伝統・文化・産業などへの理解を深め、積極的に地域社会に係わる力【Ｄ３】　　　　　　  ○自然環境や資源の有限性を理解し、持続可能な社会づくりに係わる力【Ｄ４】

６年　総合的な学習の時間　年間指導計画

特別活動

行事

総合的な学習の
時間の目標

・自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断することを通して，よりよく問題を解決し，自己の生き方を考えていくための資質や能力を育てる。
・課題解決の過程で，横断的・総合的な学習を活用しながら，課題追求や探求活動に主体的・協働的に取り組む力を育てる。

総合的な
学習の
時間
（７０）

各教科

道内の施設・産業について（１５）
【Ｂ１】【Ｃ２】【Ｄ3】

子供の権利条約（１０）【Ｄ２】

身近にある福祉（１０）【Ｄ１】【Ｄ２】

自己を見つめる（６）
【Ｂ４】【Ｃ２】

自己を見つめる（６）
【Ｂ４】【Ｃ２】

自己を見つめる（８）【Ｂ４】【Ｃ2】

身近な災害（１０）【Ｄ4】

 
  

 日高教育局では、各学校の総合的な学習の時間を軸とした教科等横断的な視点を踏まえた教育課程

の編成の参考にしていただくため、日高町立富川小学校の組織的・計画的な教育課程の編成の状況を

基にし、本資料を作成しました。 

各学校の校内研修等において、本資料を活用し、教育課程の改善を図ってください。 

日高教育局義務教育指導班 

「令和 2 年度日高管内教育推進の重点」の具現化 

 

 
 
 
 教育課程を編成し、実施し、「いつ」
「どのように」評価して改善を図るかな
ど一連のＰＤＣＡサイクルを確立するこ
とが大切です。 

ポイント② 
カリキュラム・マネジメントの充実 

 

 児童の発達の段階において、「探究的

な見方・考え方を働かせて学習すること

がふさわしい課題であるか」「展開され

る学習が、横断的・総合的な学習として

の性格をもっているか」などについて、 

校内研修等を行い、共通理解を図りなが

ら教育課程を改善する必要があります。 

一層の充実に向けて 

令和２年度 日高町立富川小学校 グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔日高町立富川小学校〕 
育成すべき資質・能力を明確にした年間指導計画の作成 

 
これまで、「確かな学力向上プラン」において、教科等横断的な視点に立った教育活動を推進し、

本校が目指す資質・能力の向上に取り組んできた。 

今年度は、本校が育成を目指す資質・能力をより具体的に各教科等の単元や題材などの学習内容と

関連付けるとともに、身に付けた力を統合的に活用し、現代的な諸課題に対応していくため、教育課

程全体を通じて資質・能力を育むようにする。 

取組の内容 

 

  

 

 校内研修等で、昨年度、作成した年 

間指導計画を基に、今年度の重点目標 

に関わる各教科等の指導事項を明確に 

することが大切です。 

ポイント④ 
  校内研修で指導事項の焦点化 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

総合的な学習の時間では、各教科等で別々に身に付けた資質・能力をつながりの

あるものとして組織化し直し、改めて現実の生活に関わる学習において活用し、そ

れらが連動して機能するよう、教育課程を編成することが大切です。 

教科等横断的な視点を踏まえた教育課程の編成 

総合的な学習の時間において、探究的な学習の

過程を一層重視し、各教科等で育成する資質・能

力を相互に関連付け、実社会・実生活において活

用できるものとするとともに、各教科等を越えた

学習の基盤となる資質・能力を育成する。 
小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総合的な学習の時間編 各教科等における 

見方・考え方 

総合的な学習の時間の 
固有の見方・考え方 

探究のプロセス  

資質・能力の育成 
教
科
等
横
断
的
な
学
習 

 
 
 
総合的な学習の時間の目標は、その学校の教育

目標と直接つながるようにすることが大切です。 
また、育成を目指す資質・能力を具体化するこ

とにより、横断的・総合的な学習を明確にするこ
とができます。 

ポイント① 
本校で育成を目指す資質・能力の明確化 

※グランドデザインの一部を省略させていただいております。 

 

富小思考ツールの活用 

順序付ける 比較する 

分類する 関連付ける等 

nado 等 

 
  
  
  
  児童が「考えるための技法」を意識
的に使えるようにすることによって、
各教科等と総合的な学習の時間の学習
を相互に往還できるようにすることが
大切です。 

ポイント③ 
「考えるための技法」の活用 


